
クスリと仲良く安全に♪
～不安を安心に、曇り顔を晴れやかに～
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福島県

救護施設 郡山せいわ園

サークル名 ： せいわガンバローズ

発 表 者 ： 大越 顕来

アシスタント ： 菅野 陽子

※写真掲載については利用者の方から了承をいただいています
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せいわ園利用者年齢別グラフ

（N=86）

１、施設紹介

作成日:令和6年3月20日 作成者：菅野
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福島市

会津若松市

郡山市

いわき市

福島県

(名)

社会福祉法人郡山清和救護園
救護施設 郡山せいわ園
昭和21年12月に設立
利用者定員：88名
職 員  数：31名

２、サークル紹介
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生活保護法に基づく施設で、経済的に
問題を抱え、身体や精神に障害があっ
て日常生活をおくることが困難な方たち
が、健康で安心して生活していただくため

の入所施設です。
＊また、緊急を要する短期入所(家族
等からのDVや虐待)等、セーフティー
ネットとしての役割も担っています。

モットー
地域の中で地域とともに
自分らしくいきいきと
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【令和６年３月現在】
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せいわガンバローズのチームモットーは

「チームワークの向上」！！
みんなで力を合わせて頑張るぞ！！

Bゾーンからの
スタート！



はい

19名

100%

いいえ

0名

0%

薬に関する業務で

困った経験はありますか？

(N＝19)

３、テーマの選定理由

３、テーマの選定

評価項目
取り上げた問題

施設方針 重要度 可能性 期待効果 活動計画 緊急度 総合点 順位

頓服薬対応・軟膏塗布対応時
に困ることが多い ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 486 1

口腔ケアの支援を
十分に行えていない ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 324 2

利用者の方の
体力が低下している ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ 144 3

作成日:令和6年3月20日 作成者：菅野
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最近、利用者の方の
希望時の服薬対応が多いのですが、

保管庫からお薬を探すのに
時間がかかってしまうんです…

私は利用者の方の入浴後に
軟膏を塗布する際に

誰がどの軟膏を使用しているのか
迷ってしまったことがありました

看護師に確認したり記録を遡ったりして
確実な薬の対応を行なっていますが、
今よりさらに確実でスムーズな対応が

できるようにしたいですね！

利用者の方に安心した生活を送っていただけるように
職員自身も安心安全にお薬の対応を行なうことが

とても大事ですね…！！

薬の管理を「分かりやすく」することで
職員の「困った」を減らし

利用者の方の「安心」に
つなげよう！！

△＝１点、○＝２点、◎＝３点

【職員アンケートより】

調査日：令和6年3月20日



何を 誰が いつまでに（上段 計画、下段 実績）

実施項目 推進リーダー 3月 4月 5月 6月 7月

１、テーマ選定 菅野

２、現状把握 大越

3、目標の設定 国分

４、要因解析 押山

５、対策の立案 橋本

６、対策の実施 後藤

７、効果の確認 菅野

８、歯止め 大越

９、まとめ 国分

15日
20日

15日
30日

10日
15日

20日
25日

31日

30日
10日

30日
10日

22日
17日

31日

作成日:令和6年3月20日 作成者：菅野
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5、活動計画

20日
30日

4、施設長コメント

１、活動が与えた施設への効果

医師からの処方等によるお薬の正しい使用は、利用者の皆さんの元気で健康なご生活にとって、大切なことの一つです。
今回の活動を通し、頓服薬や軟膏の管理について仕組化できたこと、また利用者の皆さんや職員が薬に対する正しい知識

等を再確認する機会ができたことでお薬の使用についての安心感・安全性が更に高まったと感じています。利用者の皆さんの

健康なご生活に関わる、大変重要なテーマに取り組み、成果を上げました。

２、実践者（サークル）に一言

“継続は力なり”です。今後も初心を忘れずにカイゼン活動に取り組み、利用者の皆さんや地域の皆さんに信頼をいただけ

る施設づくりに努めていきましょう。大変お疲れ様でした。



作成日:令和6年4月30日 作成者：国分

56、現状把握1 せいわ園利用者の方の状況について整理

【現状把握1-1】
せいわ園に入所している方

男性 
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女性 
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男女の割合

（N=86）
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【現状把握1-2】
利用者の方が受けている診療科目と人数
調査期間：令和6年4月1日～4月30日
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様々な利用者の方が
入所されており

利用者の方一人ひとりの症状
に合った診療科を受診し
薬が処方されています！

処方された薬には
内服薬・外用薬があり
使用する時間は

食前食後・就寝前などの定時、
症状が出た際の頓用時が

あります！内科と精神科については嘱託医の訪問診療があります
内科：月１回 精神科：週１回

令和6年４月1日現在



作成日:令和6年4月30日 作成者：国分

6現状把握2 利用者の方の通院状況について整理

看護師と
利用者の方
が病院へ

Aさん、
通院に行きますよ

診察
医師から病状や薬の

説明を受ける

薬の処方

Aさんに
疼痛時のお薬が
処方されました

利用者の方の通院の手順について整理しました。

看護師から職員
へ申し送り

せいわ園
病院 せいわ園

せいわ園に
帰宅

調剤薬局

処方箋は調剤薬局へ

看護師が利用者の方の
処方薬を受け取り、

薬剤師から説明を受ける

調剤薬局からせいわ園に配達

医務日誌
へ記録

職員間での
情報共有
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出勤16:30 作成日:令和6年4月30日 作成者：国分
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【現状把握3-1】薬に関する業務を行なう職員について整理しました。

看護師は医療面において職員に対し指導・指示を行なう立場ですが
利用者の方の支援においては双方の協働・連携が大事ですね！

指導
指示

協働・連携

●利用者の方の日々の健康管理
●バイタルチェック
●利用者の方への定時、希望時の配薬
●利用者の方のケガや急変時対応
●利用者の方への服薬指導
●医薬品の管理
●利用者の方の通院付添い
●病院、医師との連携
●施設内感染症予防
●医務日誌※への記録
※医務日誌とは…
 利用者の方の通院や入退院時の状況、
 医師からの説明などを記録するもの

●利用者の方への医療的ケア
 1.バイタルチェック
 2.軽い切り傷や擦り傷などの処置
 3.医薬品を使用した以下の介助
※看護師の指導のもと実施
・一包化された内服薬の服薬介助
・軟膏塗布 ・湿布の貼付
・目薬の点眼 ・肛門からの座薬挿入
・鼻腔粘膜への薬剤噴霧

●医薬品管理の補助
 （本館ステーション、別館ステーション）
●職員間での情報共有

看護師(3名) 職員(19名)

【現状把握3-2】看護師の出勤状況について整理しました。

現状把握3 看護師と職員の業務について整理

看護師の不在時にも職員が
確実な対応をできるように
連携を図っています！



作成日:令和6年4月30日 作成者：国分
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【現状把握3-3】薬に関する業務の内容について整理しました。

薬に関する業務は主に「管理」と「支援」があります！

点眼支援

湿布や
絆創膏などの

貼付

入浴後や
就寝前の
軟膏塗布

頓服薬・臨時薬
のお渡し(※)

薬に関する業務は利用者の方の健康にかかわるのでとても重要！
看護師・職員ともに緊張感をもって行なっています！

だからこそ、不安ってないのかな？

看護師が常駐し
医薬品の管理を
行なっています

医務室

本館に居室がある
利用者の方が使用する
医薬品を保管しています

別館に居室がある
利用者の方が使用する
医薬品を保管しています

別館
ステーション

本館
ステーション

食前食後、
就寝前など定時
での配薬

支援管理

看護師が責任者となり間違いのないように
各保管場所で管理しています！

※職員が常駐し保管庫の施錠ができることを条件とする

看護師の不在時にも職員が利用者の方へ
薬のお渡しや軟膏塗布、処置等ができるように

必要最低限の医薬品を保管しています

医務室以外にも
保管場所が
あるのはなぜ？

鼻腔粘膜への
薬剤噴霧

座薬の挿入

看護師の指導のもと、職員も支援を行なっています！

※臨時薬と頓服薬の違い
・臨時薬はかぜ薬や湿布薬、
塗り薬など医師から処方された
薬で、使用期間が比較的

短期間のもの
・頓服薬は、頭痛時や不眠時
等症状に応じて服用するもの



現状把握4 薬に関する業務を行なう職員19名へアンケート調査

作成日:令和6年4月30日 作成者：国分
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現状把握4-1で「はい」と答えた方、

どのくらい困ったことがありましたか？

※複数回答(N＝74)

はい

19名

100%

いいえ

0名

0%

薬に関する業務で困ったことは

ありましたか？(N=19)

【現状把握4-1】 【現状把握4-2】

(件)

【現状把握4-3】

職員全員、
困ったことがあった

【現状把握4-4】

調査日：令和6年4月10日
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（％）（件） 頓服薬で困った内容について教えてください(N=22)
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軟膏塗布で困った内容について教えてください(N=20)

特に件数の多い２項目に着目！

自分の判断に自信がない職員がいることが分かった！
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変更があった日数は17日であり、1.8日に１回は薬の変更があることが分かりました！
細かく丁寧に診ていただく分変更が多くなるため、申し送りと情報共有は最重要事項です！！

薬の処方内容が変更になった際の申し送りの手順について整理してみましょう！

【現状把握5-1】利用者の方の薬の処方内容の変更があった件数を調査しました。
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【現状把握5-2】利用者の方の薬の処方内容が変更になった際の申し送りの手順について整理しました。
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現状把握5 薬の処方内容の変更時件数の調査と申し送りの手順について整理

調査期間：令和6年4月1日～4月30日

1日 (月) 2日 (火) 3日 (水) 4日 (木) 5日 (金) 6日 (土) 7日 (日) 8日 (月) 9日 (火) 10日 (水) 11日 (木) 12日 (金) 13日 (土) 14日 (日) 15日 (月)

通院 2 4 4 3 0 0 0 2 3 4 3 0 0 0 3

訪問 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 64 0 0 0

定期受診 0 0 0 1 4 0 0 1 1 3 1 3 0 0 1

症状時 4 0 0 1 1 0 0 0 1 1 2 2 0 0 1

16日(火) 17日(水) 18日(木) 19日(金) 20日(土) 21日(日) 22日(月) 23日(火) 24日(水) 25日(木) 26日(金) 27日(土) 28日(日) 29日(月) 30日(火) 全体合計

通院 3 1 4 0 0 0 3 7 3 2 3 0 0 0 5 59

訪問 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 95

定期受診 0 0 1 0 0 0 2 0 2 0 4 0 0 0 1 25

症状時 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 20

薬の変更
(件)

受診者数
(名)

薬の変更
(件)

受診者数
(名)
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利用者の方への頓服薬のお渡しや軟膏塗布などの対応件数を調査しました。(N=338)

調査期間：令和6年4月1日～4月30日

日中午前(N=46) 日中午後(N=51) 夜間(N=241)
(件)

現状把握6 利用者の方への対応について調査

作成日:令和6年4月30日 作成者：国分
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【現状把握6-1】

疼痛時

83件

24%

便秘時

83件

25%

不穏時

74件

22%

不眠時

70件

21%

不安時

25件

7%

搔痒時

3件

1%

現状把握6-1から、対応した際の

薬の種類別グラフ(N=338)

【現状把握6-2】
対応件数は１日平均11.2件！
薬も6種類と様々でした！
また、対応した時間は

夜間が241件と最多であり、
７割を占めている事が分かりました！

看護師が不在の時間帯の
対応件数が多いからこそ、

確実にスムーズに
行わなければならないですね！



作成日:令和6年4月30日 作成者：国分

12現状把握7 頓服薬と軟膏の保管状況について整理

【現状把握7-1】頓服薬の保管状況について調査しました。

N.Sさん M.Kさん

T.Sさん T.Sさん

袋がかさばっていて
探しにくい

異なる種類の薬が
同じ場所にある

不安時も不眠時も
一緒にあるから必要
なものを探すのに時

間がかかる

積みあがっているか
ら利用者の方の名
前が見つかりにくい

本館ST保管の頓服薬 別館ST保管の頓服薬

袋の中身が
見えない

一度、全部取り出さ
ないと必要なものを
探し出せない

【現状把握7-2】軟膏の保管状況について調査しました。

本館ST保管の軟膏 別館ST保管の軟膏

ごちゃごちゃしている
同じ軟膏がたくさん

ある

軟膏を誰が使って
いるのか一目では
わからない

探しにくい

整理されている

探しやすい

ごちゃごちゃ
している

同じ軟膏が
バラバラに
入っている



作成日:令和6年4月30日 作成者：国分

13現状把握8 頓服薬を服用している利用者の方26名へアンケート調査

はい

22名

85%

いいえ

4名

15%

頓服薬が処方されているのは

知っていますか？(N=26)

【現状把握8-1】

3

1

0

1

2

3

忘
れ
て
し

ま
っ
た

処
方
さ
れ
て

い
た
か
曖
昧

に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た

(処方されている頓服薬の内容を説明した上で)

現状把握8-1で「いいえ」と答えた方、

理由を教えてください(N=4)(件)

2

1

0

1

2

頓
服
薬
の
保
管
場
所

が
今
い
る
場
所
か
ら

遠
か
っ
た
た
め
届
け

て
も
ら
う
ま
で
待
つ

こ
と
に
な
っ
た

職
員
か
ら
「
看
護
師

に
確
認
す
る
か
ら

待
っ
て
て
」
と
言
わ

れ
待
つ
こ
と
に
な
っ

た

現状把握8-3で「はい」と答えた方、

どのようなことで困ったか教えてください(N=3)
(件)

はい

3名

12%

いいえ

23名

88%

頓服薬服用時に職員の対応で

困ったことはありますか？(N=26)

【現状把握8-4】【現状把握8-3】

【現状把握8-2】



作成日:令和6年4月30日 作成者：国分
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【現状把握9-1】 【現状把握9-2】

はい

7名

54%

いいえ

6名

46%

軟膏が処方されているのは知っていますか？

(N=13)

現状把握9 軟膏を使用している利用者の方13名へアンケート調査

【現状把握9-3】 【現状把握9-4】

はい

1名

8%

いいえ

12名

92%

軟膏使用時、職員の対応で

困ったことはありましたか？(N=13)
1

0

1

軟
膏
を
出
し
て
も
ら

う
ま
で
に
待
つ
こ
と

に
な
っ
た

現状把握9-3で「はい」と答えた方、

理由を教えてください(N=1)
(件)

4

1 1

0

1

2

3

4

5

症
状
が
改
善

し
た
か
ら

看
護
師
や
職

員
に
任
せ
て

い
た
た
め
自

分
で
は
把
握

し
て
い
な

か
っ
た

忘
れ
て
し

ま
っ
た

(処方されている軟膏の内容を説明した上で)

現状把握9-1で「いいえ」と答えた方、

理由を教えてください(Ｎ＝6)
(件)



現状把握から分かったこと

作成日:令和6年4月30日 作成者：国分

15

●せいわ園には様々なニーズを抱える利用者の方が入所されていて、利用者の方一人ひとりの
 症状に合った診療科を受診し薬が処方されている

●薬に関する業務は利用者の方の健康にかかわるため重要であり、職員は緊張感をもって業務
 を行なっている

●職員全員が薬に関する業務で困ったことがあり、その内容は「頓服薬」と「軟膏塗布」について
が多い

●職員は「自分の判断に自信がなく確認をするのに時間がかかった」ことに困っていた

●利用者の方への対応は1日平均11.2回、薬の種類も様々である

●対応が多い時間帯は看護師が不在の「夜間」であることが分かった

●利用者の方が使用している頓服薬と軟膏の整理ができていなかった

●利用者の方の中には頓服薬や軟膏が処方されているか忘れてしまったり曖昧だったりする方が
いた

●利用者の方が職員の対応で困ったことは「薬を出してもらうまでに待つことになった」ことであった

薬の管理を分かりやすくして
職員の「困った」を減らし、

安心安全に薬の対応を行なおう！！



7、目標の設定

作成日:令和6年4月30日 作成者：菅野
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頓服薬で困った
理由22件を

7月10日
までに

【現状把握4-3、4-4】より

根拠は…
どちらも上位3項目の要因をなくすことで職員の
困りごとが減り安心安全に薬の対応を行うことが
でき、利用者の方の安心安全な生活につながる
と思ったからです

軟膏塗布で
困った理由20件

を

80％減の

4件にする！



8、要因解析

作成日:令和6年5月15日 作成者:押山
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頓
服
薬
・
軟
膏
塗
布
対
応
で
困
り
ご
と
が
多
い

利用者

職 員

環 境

臨時薬の使用期間が終わって
いたことに気が付いていなかった

別館と本館で保管が
違うから

職員の確認が長い

飲みたいときに薬
がない時がある

臨時薬があること
を分かっていない
職員がいる

軟膏の処置が職員に
よって塗り方が違う

薬を探すの
に時間がか
かる

別館にある薬を
本館にいる職員に

言いに行かないといけない

1日の用量や時間の間隔の
確認が必要だから

説明が足りて
なかったから

すぐにもらえない

適切な用量や使用方法
を理解していない

看護師と役割分
担が出来ていない

薬に対する理解が
足りていない

在庫がなくなった
ままになっている

情報共有が
出来ていない

職員によって塗り方・量
の解釈が違っていた

期間が明確に
なっていないから 説明が足りな

かったから

記録の更新が
出来ていない

更新する役割が
決まっていない

記録の統一が
できないから

在庫に
限りがあるから

記録を書く場所が職員に
よって違っているから

土日祝日は看護師が不在だから

本館と別館で
保管場所が違うから

頓服薬の数に限
りがあるから

記録の統一が
できないから

適切な用量や使用方
法を理解していない

口頭での確認作
業のみだった

統一した支援
が出来ていない

確認作業が出来ていない

整理整頓が
出来ていない

薬の管理は看護師の
役割だと思っていた

利用する人が増えているの
に保管する場所が昔のまま

個別の袋が多く探しにくい

整理整頓が
出来ていない

保管している場所が狭い

マニュアルが出来ていない

看護師との連携
が図れていない

情報共有が出来ていない

別館と本館で保
管が違う

看護師と連携が図れていない

看護師と職員で対応
する場所が違うから

掲示物が更新さ
れていない

更新する役割が決まっていない

頓服薬の数に限
りがあるから

更新の方法が分からない

マニュアルが出来ていない

薬が取り出し
にくい

使いにくい場所にある

保管場所の見直し
がされていない

現状に保管場所の
区分けが合っていな

い

誰がどの薬か把
握しきれていない

臨時薬を使用する
利用者の数が
増えたから

掲示物が更新されていないから
更新する役割が
決まっていない

身体の場所によって軟膏の
種類が違う場合が多い

本人用でまとまって
管理されていない

軟膏がバラバラに保管されている

どこに戻すか決まっていない

整理整頓が出来ていない

使用期間を把握し
ていない

臨時薬の使用期
間が明記・明確化
されていない

使用がないままの
物がそのまま保
管されている

いつか使うと思っているから

管理体制が整っていない

薬に対する知識
が不足している

症状に対して、使う薬品が統一されていない
常備薬の種類が多い

同じ効能での違う薬品がある

利用者の方が自分の薬を
覚えて置ける仕組みがない

処方されていたか
忘れてしまった

説明を受けてから期間
が空いてしまったから

症状が落ち着いて
頓服薬を使わなくて

済んだから

定期的に説明を
受ける機会がない

使っていない軟膏がある

症状が落ち着いてからの
軟膏の保管が決まっていない

症状が出たら再度利用する事
になるから置いときたい

1 4

3

4

1

すぐにお渡しできない

症状があるのに
薬をもらえない

すでに頓服薬を内服していて、
適切な時間の間隔、使用回

数を守れていないから

症状があれば飲める
と思ってるから

決められた用量を守れ
ていない2

利用者の方が自分の薬を
覚えて置ける仕組みがない

改めて知る機会がな
かったから

3

確認作業が出来ていない

収納がぐちゃぐちゃに
なっている

整理整頓が
出来ていない

1

マニュアルが出来ていない

臨時薬の使用期間が終わって
いたことに気が付いていなかった

看護師との連携
が図れていない

薬に対する知識が足りていない

決められた用量を守れ
ていない

2



9、対策の立案～系統図

作成日:令和6年5月20日 作成者:押山
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頓
服
薬
・
軟
膏
塗
布
対
応
で
の
困
り
ご
と
を
な
く
す
に
は

④頓服薬・軟膏の
適切な使用方法を

知る

△＝１点、○＝２点、◎＝３点

薬について勉強でき
る機会を設ける

①整理整頓を
行なう

二次手段一次手段 対策案

頓服薬の
個別ファイルを作る

②数に限りがあるた
め、使用量を規定

する

軟膏の塗布量の
統一と明記

期待
効果

実現性 コスト スピード 評価点
対策案
評価

個別で頓服薬用のファイルを作る ◎ ◎ ◎ ◎ 81 採

個別で軟膏用のボックスを作る ◎ ◎ ◎ ◎ 81 採

軟膏の塗布量の統一化 ◎ ◎ ◎ ◎ 81 採

利用者が自分の臨時薬がわかるカードの作成 ◎ ◎ ◎ ◎ 81 採

利用者を対象に勉強会を実施する ◎ ◎ ◎ ◎ 81 採

職員を対象に勉強会を実施する ◎ ◎ ◎ ◎ 81 採

健康だよりを作成・更新する ◎ △ △ △ 3

個別で軟膏用の
ボックスを作る

③利用者の方が
自分の薬を覚えて

おける

利用者が自分の薬
が分かる物をもって

いる



9，対策の立案～対策案の検証

～対策実施前の悩みになやんだ検討会議～

19

どんなタイプのファイルが
いいかな？

閲覧するのに分かりやすくて
ファイルの中身も抜き差ししやすいも

のがいいですよね！

今ある保管庫に入るサイズで
作成しないといけないね

対策案
1

頓服薬一覧ファイルを
作成するには…

対策案
4

対策案
6

対策案
5

利用者の方に分かり
やすいカードを
作りたいけど…

利用者の方向けに
講座を実施したい！

職員向けの
勉強会では…

対策案
2

軟膏ボックスを
整理するには？

対策案
3

軟膏の適切な塗布量を
再確認するなら！

ボックスは今のサイズの
ままで大丈夫ですか？

見えやすく探しやすくする
なら、今のものより大き
めのボックスがいいね！

指示書だけでは感覚が
掴みづらいんだよなぁ…

職員同士でロールプレイ
を実施したら、適切な塗
布量も分かって感覚も掴
みやすいと思います！

利用者の方が持っていて保管が
しやすくて分かりやすいもの…

表記はお薬袋を参考にすると
親しみやすいかもしれないね！

看護師と講座の内容を一
緒に考えて利用者の方に
伝わるようにしたいですね

なぜリスクマネジメント
が必要なのか、改めて
勉強会を行なうことで
共通認識を持つことに

つながるね！

利用者の方に理解を深
めていただくには、利用
者の方に合った講座を
実施しなくてはいけない

ね

薬のリスクマネジメン
トについて新任職員
もベテラン職員も同
じ意識を持てるとい

いですよね

頓服薬と軟膏両方ある方は
リングでつなげると保管しやすい

ですね♪

対策案
7

健康だよりの作成は？

見ていただくだけで
は中々伝わらないこ
ともありますよね…
勉強会の方が直接
お話しできて効果抜
群だと思います！

健康だよりを作っ
て利用者の方に見
て頂けたら理解が
深まるかな…

採用 採用 採用

採用 採用 採用 不採用
作成日:令和6年5月20日 作成者:押山



9、対策の立案

作成日:令和6年5月25日 作成者:橋本

20

対策案 どうする 担当者 場所 いつ 対象者

①個別で頓服薬用の
ファイルを作る

頓服薬をファイルにまとめ、“誰が”“どんな症状の時
に”“どの薬を”“一日何回まで”が一度でわかるよう

にする(対策の実施1)

菅野
大越

本館ST
別館ST

5/27 職員

②個別で軟膏用のボックスを
作る

軟膏ボックスの整理整頓を行い、軟膏の種類を
見分けやすくする(対策の実施2)

国分
看護師

本館ST
別館ST

5/30 職員

③軟膏の塗布量を再確認する
軟膏の適切な塗布量を再確認し

職員に周知する
(対策の実施3)

押山
橋本
看護師

医務室
5/28
～29

職員

④利用者が自分の頓服薬が
わかるカードの作成

利用者自身が、自分の服用可能な
頓服薬について理解し、職員も認識できるように

する(対策の実施4)

大越
後藤

各居室 5/30
利用者
職員

⑤利用者の方に向けての
勉強会

薬についての勉強会を利用者の方に実施する
(対策の実施5)

健康な体づくり
委員会
看護師

食堂
6/1～
6/5

利用者

⑥職員に向けて薬のリスクに
ついて勉強会

薬についての勉強会を職員に実施する
(対策の実施6)

健康な体づくり
委員会
看護師

カルチャールー
ム

6/6～
6/10

職員



10、対策の実施1

頓服薬一覧ファイルを作成！

作成日:令和6年6月10日 作成者：後藤
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頓服薬をファイルに整理し【誰が】【どんな症状の時に】【どの薬を】【一日何回まで】が一度で分かるようにしました！

収納するスペースも以前と変わらず、
幅をとることもなく、利用者の方の希
望時にすぐに薬を見つけることができ
るようになりました！また、処方され
た薬の説明書きを一緒にファイリング
することで、利用者の方への説明も
きちんと自信をもって行うことができる

ようになりました！

医療福祉従事者専用の
薬のサイトを参考に薬の名
前、効能についての説明
書き、注意点をまとめて一
緒に保管しました！ 現在、頓服薬を使用してい

る利用者の方のファイルだ
けでなく、今後も頓服薬が
追加されてもすぐに対応で
きるように、全利用者の名
前やファイル、チャック付きポ
ケットを準備し、急遽追加
になった場合にも対応でき

るようにしました！

薬をチャック付きポケットに保
存することで、数の把握もし
やすく、紛失防止にもつなが
り、薬の保管や管理がしやす

くなりました！

看護師の太鼓判も必要！
週に3回(月・水・金)看護師が薬の
チェックを実施することで利用者の方
に安心安全に薬を渡せるようになりま

した♪



対策の実施2

作成日:令和6年6月10日 作成者：後藤
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毎月第３木曜日を“軟膏ボックスダイエット日”とし看護師と一緒に整理整頓を行う日と決め、軟膏ボックスの整理整頓を行いました！

この軟膏は使い切り
で終了ですか？

こんなにあった
軟膏が

利
用
者
名

軟膏ボックスのダイエットで
スッキリ収納出来ました！

軟膏への日付記入を統一化し、左側に開封日を記入し、右側には赤字で開封日か
ら半年後の月数の数字を記入し、軟膏ボックスダイエット日に分かりやすくしました！

【いつ】【誰に】【どこの部
位に】【どの軟膏を】がすぐ
見て分かる様になりなし
た！軟膏ボックスを収納
しているキャビネットの扉
に掲示することで、軟膏
の名前の確認も一緒に

行なえます！

軟膏ボックスのダイエットを実施！

軟膏ボックスのダイエット日！

Ｒ６

５．２８ ⑪
半年後の月開封日

また、軟膏の見直しに併せて一覧表を更新する事で最新の情報で正しく軟膏を塗
布できるようになりました！

左 右

医師の指示を聞いて、
症状が良くなったのであれ
ばもう中止しましょう！
軟膏に日付を書いて、
開封から半年過ぎていれ

ば処分します！



対策の実施3

軟膏の効果的な塗り方を再確認した！

作成日:令和6年6月10日 作成者：後藤
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～「軟膏を塗布する時の目安量」について～

適切な軟膏の量の目安は【1FTU】という単位が使用されます。
1FTUは大人の人差し指の先端から第一関節まで軟膏を出した時の量で、だいたい0.5gと言われています。

※大人の手のひら約2枚分の面積に塗るのに適した分量の目安になります。

看護師に軟膏の塗り方について再確認し、職員間でロールプレイを行ないました！

参考：第一三共ヘルスケアのひふ・肌に関する情報サイト

ロールプレイを行いながら
適切な量を塗れているか
お互いに確認しあうことが

できましたね♪

1 2 3 4

【ロールプレイの様子】

軟膏塗布時は必ず
ゴム手袋を着用！

感染予防のため必須です

1FTUの量を
皆さん覚えましょう★

しっかりたっぷりと
塗れていますね！

ぬりぬり

ぬりぬり

軟膏塗布の適切な量を
再確認したことで、
自分の実施方法に
自信を持つことが
できました！



対策の実施4

利用者の方に「私のお薬カード」を作成！

作成日:令和6年6月10日 作成者：後藤
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頓服薬と軟膏でそれぞれ2種類のカードを作成し、本人用に処方された薬がすぐにわかるようになり、必要な際に提示してもらうことで職員も
すぐに分かる様になり対応がスムーズになりました！ラミネートをすることで何度でも繰り返し使用できます！

頓服薬は“どういう症状の時”“1日何
回”を明記することで、利用者の方から
『頭が痛いからって何回も飲んで良いわ
けじゃないんだ』と理解して頂くことが出

来ました！
軟膏は、塗る分量を1FTUの表記にす
ることで、職員間で統一化することが出

来ましたね！

R.Sさん

R.SさんH.Fさん

カードは紛失防止のため、左上に穴を開
け、利用者の皆さんの居室にS字フックを
活用して保管してもらいました！実際に
利用者の方から『このカードがあると分かり
易くて助かります！』とうれしい言葉をいた

だきました！

しかし！！

保管が難しい利用者の方のカードは、
頓服薬一覧ファイルの近くに保管することにしました♪

カードを持ってくるの忘れちゃったわ

カードはどこにしまったかな



医師から処方された薬について
処方箋と共にお伝えします。

対策の実施5

作成日:令和6年6月10日 作成者：後藤
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頓服薬と軟膏を使用している利用者の方を対象に
「せいわクスリを学ぼう講座」を実施！

実施場所：医務室
実施日時・参加人数（計35名）
①5月21日 9時30分～10時30分 7名
②5月22日 10時30分～11時30分 7名
③5月27日 13時30分～14時30分 7名
④5月28日 13時45分～14時45分 7名
⑤5月31日 13時30分～14時30分 7名

実施方法
看護師を中心に利用者の方に処方された頓服薬につ
いて皆さんに勉強会を開催しました！
(実施期間中はQCメンバー1名も同席)
※頓服薬と軟膏どちらも使用している利用者の方が４
名いるため、合計35名に実施。

利用者の方が理解できる様に
分りやすく言いかえてお伝えします。

「私のお薬カード」に
ポイントをまとめて記入しいつでも見返してもらいます。

正しい情報・知識

正しく伝わる・理解する

正しく記入・見返す

とても分かり

やすかった

27名

77%

よく分からな

かった

8名

23%

講座の感想を教えてください

(N＝35)
「よく分からなかった」と答えた8名に
再度講座を実施しました！
●6月3日：4名
●6月4日：4名
少人数で行ない一人ひとりの質疑
応答にも細かく答えることができ、
利用者の方にさらに理解を
深めていただくことができました♪

講座終了後にアンケートを実施！



対策の実施6

作成日:令和6年6月10日 作成者：後藤
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職員に向けて「クスリのリスク講習会」を実施！
実施方法
看護師が講師となり薬のリスクマネジメントについて研修会を
実施！

実施場所：カルチャールーム
実施日時・参加人数（計19名）
①6月5日 14時30分～15時30分 4名
②6月6日 13時30分～14時30分 4名
③6月7日 13時45分～14時45分 4名
④6月10日 14時45分～15時45分 4名
⑤6月11日 13時30分～14時30分 3名

正しく使えば【クスリ(薬)】
間違った使い方をすれば【リスク】

 「薬を使う」というのは「副作用のリスクを背負う」
ということ。

 薬は使い方を間違えれば身体に悪影響を及ぼす
【リスク】になる。

 薬には使用期限があり、正しい保管を行なって
 いても、期限が過ぎれば有効成分が分解して
 いたり、副作用を起こしやすい物質に変化して
いることがある。

 薬の使用中に異変が起きた時には、
 『何という名前の薬を、どのくらいの量・期間使用し、
 どのような症状が出たのか』説明できるようにする
 ことが大切。

大変勉強になりました！
薬の基本的な勉強はしてい
ても詳しいリスクを知る事で
より一層、薬の使い方に気
を付けようと意識づけが

できました！

１

２

３

４



作成日:令和6年7月10日 作成者：菅野

2711、効果の確認1 薬に関する業務を行なう職員19名のアンケート調査を比較

はい

19名

100%

いいえ

0名

0%

(N=19)

【効果の確認1-1】

【効果の確認1-2】

薬に関する業務で困ったことはありますか？

はい

6名

32%

いいえ

13名

68%

(N=19)
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頓服薬 軟膏 配薬 点眼 貼付薬

どのくらい困ったことがありましたか？

改善前(N=74) 改善後(N=21)
(件)

複数回答

改善前 改善後



28

【効果の確認1-3】頓服薬で困った内容について教えてください

【効果の確認1-4】軟膏塗布で困った内容について教えてください
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作成日:令和6年7月10日
作成者：菅野

80％減で目標を達成！！

85％減で目標を達成！！



効果の確認3 軟膏を使用している利用者の方のアンケート調査を比較

頓服薬服用時、職員の対応で
困ったことはありますか？

頓服薬が処方されているのは知っていますか？

効果の確認2 頓服薬を使用している利用者の方のアンケート調査を比較 29

はい

22名

85%

いいえ

4名

15%

改善前(N=26)
はい

3名

12%

いいえ

23名

88%

改善前(N=26)

はい

7名

54%

いいえ

6名

46%

改善前(N=13)

はい

1名

8%

いいえ

12名

92%

改善前(N=13)

作成日:令和6年7月10日 作成者：菅野

はい

0名

0%

いいえ

26名

100%

改善後(N=26)

はい

26名

100%

いいえ

0名

0%

改善後(N=26)

はい 

0名

 0%

いいえ 

13名

 100%

改善後(N=13)

はい

13名

100%

いいえ

0名

 0%

改善後(N=13)

軟膏が処方されているのは知っていますか？ 軟膏使用時、職員の対応で
困ったことはありますか？

【効果の確認2-1】 【効果の確認2-2】

【効果の確認3-1】 【効果の確認3-2】



作成日:令和5年7月15日 作成者:橋本
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●頓服薬と軟膏について職員の困りごとが減るとともに、定時薬や湿布などに
関しても困りごとを減らすことができた

●医薬品の整理を行なうことで、他の場所の整理を行なうことにもつながった

●利用者の方が薬について知ることで、定時薬を拒否することも減少した

●看護師と職員の連携を強化したことで、さらに風通しの良い
 職場づくりに貢献することができた

～利用者の方から～
薬と身体の健康について知ることができました♪
これからも薬と上手に付き合っていくことが

大事ですね★

12、波及効果

13、サークル診断比較

0
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4
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問題

解決

運営

方法

改善

能力

QC

手法

多技能

サークル能力(X軸)

平均値(3.0)→平均値(3.8)

活動前

活動後

0
1
2
3
4
5

チーム

ワーク

５S

安全

会合

状態

改善

意欲

上司

連携

明るい職場(Y軸)

平均値(3.4)→平均値(4.0)

活動前

活動後

5
D C B A

4

3

2

1

1 2 3 4 5

明

る

い

職

場

（
Y

軸

）

サ ー ク ル 能 力 ( X 軸 )

サークルレベル

Aゾーンには一歩及ばず
Bゾーン内で成長しました！

次回はAゾーンを目指して頑張るぞ！！

サークルメンバーも一
人ひとりが当事者意
識を持ち活動に取り
組む事ができ、利用
者の方に還元できる
活動を進めることがで
きました★



14、歯止め

作成日:令和6年7月21日 作成者:大越
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実施した対策 いつ 場所 担当者 どのように どうする

①個別で頓服薬の
ファイルを作る

毎週金曜日 医務室
ほっとサロン担当職員

看護師が
嘱託医と看護師と
連携を図りながら

ファイルの整理整頓を行う

②軟膏用ボックスの
整理

(軟膏ボックスダイエット)

毎月
第3木曜日

医務室
元気で健康な体づくり
委員会と看護師が

使用状況や開封日等を
確認し

軟膏ボックスの整理をする

③軟膏の塗布量の
再確認

随時
(軟膏処方され

た際)
各ステーション 看護師が 職員を対象に 軟膏の塗布量の確認を行う

④利用者が自分の臨時
薬がわかるカードの作成

通院時
医務室

各ステーション
看護師

対応した職員が
医師、看護師と
連携を図りながら

カードの作成を行う

⑤利用者に向けての
勉強会

3か月に1回
(季節ごと)

医務室
スキルアップ委員会と
元気で健康な体づくり

委員会が

看護師と
連携を図りながら

利用者の方に
「せいわクスリを学ぼう講座」

を行う

⑥職員に向けて薬のリス
クについて勉強会

3か月に1回
(季節ごと)

カルチャールーム
スキルアップ委員会と
安全管理対策委員会

が

看護師と連携を
図りながら

職員に向けた
「クスリのリスク講習会」

を行う



15、まとめ

作成日:令和6年7月31日 作成者:国分
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良かった点 苦労した点

テーマ選定
軟膏や頓服薬を利用されている方が多い中で
原点である内容に着目することができた

デリケートな内容であり
活動を円滑に進められるか心配があった

現状把握
改めて薬に関する業務の整理を行ったことで

職員と利用者の方が困っていることを知ることができた
職員が看護師頼りになっていることが多く、

状況を整理するのに時間を要した

要因解析
「頓服薬・軟膏塗布対応で困りごとが多い」について特性要因図を

活用して要因をしっかり突き詰めることができた
要因を突き詰める際に自責で考えることに苦労した

対策の
立案・実施

軟膏の塗布量の再確認を行ない、職員間で適切な塗布量の
共有を図ることができた

利用者の方に、ご自分の服用している頓服薬について
どうすれば理解していただけるのか考えることに苦労した

効果の確認
利用者の方に薬についての勉強会を行なったことで

理解を深めていただくことができた
薬について理解を深めて頂くために

利用者の方一人ひとりに合った説明をすることが難しかった

歯止め
「私のお薬カード」を利用したことで、職員も
利用者の方にすぐに薬をお渡しすることができた

今後も継続して実施していくにはどのようにすればよいか
具体的な内容を考えることが難しかった

●頓服薬や軟膏の処方の変更が多いため、引き続き看護師と職員の連携を図っていく。

●1FTUの対応を継続し、職員の対応を統一していく。

●今後も「せいわクスリを学ぼう講座」を実施していき、利用者の方に薬についての理解を深めて頂く機会を
設けていく。

●定期的に「クスリのリスク講習会」を実施し、職員のリスクに対する意識の向上に繋がる機会を設けていく。

●これからも利用者の方により良い生活を送って頂けるように、職員と利用者の方の信頼関係を築いていく。

END

16、今後の課題
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